
会
員
の
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
が
中
国

語
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
は
単
に
中
国

語
の
普
及
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
中

友
好
運
動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
受
講
料
は
大
阪
府
連
の
大
き
な

財
政
的
は
支
え
に
な
り
、
日
中
友
好
運

動
を
前
進
さ
せ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
さ

ん
や
お
孫
さ
ん
、
知
り
合
い
の
方
に
勧

め
て
く
だ
さ
い
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

方
に
は
薄
謝
を
差
し
上
げ
ま
す
。

中
国
語
教
室
の
受
講
生
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
中
国
語
検
定

会
場
で
の
宣
伝
、
交
差
点
で
の
ビ
ラ
ま

き
、
近
隣
の
事
務
所
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
、
休
講
中
の
受
講
生
へ
の
案
内
な
ど

様
々
な
努
力
は
し
て
い
ま
す
が
、
一
般

の
中
国
語
教

室
と
同
じ
よ

う
に
減
少
傾

向
を
ス
ト
ッ

プ
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

最
近
、
円

安
に
よ
る
爆

買
い
か
ら
日

本
の
本
当
の

良
さ
を
知
ろ
う
と
い
う
旅
行
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
仕
事
や
旅
行
で
中
国
に
行
っ

た
時
、
簡
単
な
会
話
が
で
き
れ
ば
全
く

違
う
体
験
が
で
き
ま
す
。
大
阪
府
連
の

中
国
語
講
座
は
営
利
を
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、
受
講
料
も
一
期
六
ヶ
月

四
万
八
千
円
と
良
心
的
な
価
格
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
割
引
も
あ
り
ま

す
。
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

九
月
か
ら
太
極
拳
府
連
な
ん
ば
教
室

と
西
支
部
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
十
一
月
に
東
京
武
道
館

で
開
催
さ
れ
る
太
極
拳
四
〇
周
年
記
念

行
事
に
、
大
阪
か
ら
二
七
名
が
参
加
予

定
で
す
。
表
演
種
目
は
《
棍
》
と
《
風

華
》
、
《
二
四
式
》
と
《
四
八
式
》

《
三
六
式
陳
式
》
で
す
。

大
会
運
営
費
用
や
交
通
費
、
宿
泊
費
、

エ
ン
ト
リ
ー
代
な
ど
参
加
者
に
は
多
額

の
負
担
に
な
り
ま
す
。
名
刺
広
告
は
締

め
切
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
協
賛
金

や
カ
ン
パ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
、
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
月
三
一
日
現
在
、
四
団
体
と

五
八
名
の
方
か
ら
、
１
４
万
６
９

４
０
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

府
連
通
信
８
月
号
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。
①
一
面
二
段
目
の
中
華
人
民

共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
を
李
天
然
さ
ん

に
訂
正
。
②
二
面
コ
ラ
ム
「
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ
」
の
文
章
の
最
後
が
欠

落
し
て
い
ま
し
た
、
「
『
ア
ソ
シ
エ
ー

ト
す
る
技
』
、
『
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
し
た

知
性
』
を
身
に
付
け
た
い
、
私
も
こ
の

国
の
運
動
体
も
、
と
思
う
の
で
す
が
…
。
」
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七
月
三
〇
日
、
東
大
阪
支
部
も
参

加
す
る
第
二
七
回
戦
争
展
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
で
は
長
野

の
記
念
館
・
阿
智
村
か
ら
資
料
・
パ

ネ
ル
を
お
借
り
し
て
「
満
蒙
開
拓
祈

念
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け

ま
し
た
。
よ
く
整
理
さ

れ
た
パ
ネ
ル
展
示
に
参

加
者
は
熱
心
に
見
学
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

例
年
行
わ
れ
て
い
る

「
ピ
ー
ス
ト
ー
ク
」
は

支
部
役
員
の
松
原
氏
が

「
中
国
で
生
ま
れ
た
日

本
人
の
敗
戦
前
後
」
と

題
し
て
満
州
で
の
苛
酷
な
生
活
を
語

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
敗
戦
間
近
の

八
月
中
旬
の
ソ
連
兵
の
突
然
の
満
州

へ
の
侵
入
、
中
国
人
の
暴
徒
化
、
中

国
で
は
八
月
十
五
日
は
終
戦
で
は
な

か
っ
た
こ
と
、
戦
争
は
一
度
始
ま
る

と
直
ぐ
に
は
終
わ
ら
な

い
こ
と
、
引
き
揚
げ
時

の
悲
惨
な
状
況
等
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

三
一
日
に
は
西
谷
文

和
氏
の
中
東
の
報
告
・

講
演
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
な
ど
で
多
数
使

用
さ
れ
て
い
る
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
が
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
原
発
も
核

爆
弾
も
原
料
も
製
造
方

法
も
同
じ
事
。
そ
の
過
程
で
生
成
さ

れ
た
残
り
か
す
で
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
は

作
ら
れ
て
い
る
安
価
な
兵
器
だ
と
説

明
さ
れ
。
シ
リ
ア
な
ど
の
中
東
の
現

在
の
状
況
が
ど
の
よ
う
な
経
過
で
生

み
出
さ
れ
て
き
た
の

か
を
詳
し
く
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

生
協
、
花
園
診
療

所
で
も
八
月
八
～
十

日
、
組
合
員
ホ
ー
ル

を
中
心
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
十
日
に
は

今
春
三
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
深
夜
便
」
で
満

蒙
開
拓
団
の
話
を
二
回
さ
れ
た
支
部

の
大
谷
氏
が
講
演
。
満
蒙
開
拓
義
勇

軍
の
実
態
を
生
々
し
く
話
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
小
林
府
連
副
会
長
も
中

国
で
体
験
し
た
三
つ
の
戦
争
。
日
中

戦
争
、
中
国
国
内
で
の
国
共
内
戦
、

朝
鮮
戦
争
の
実
体
験

に
つ
い
て
戦
争
の
悲

惨
さ
な
ど
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
講
演
後

も
質
問
さ
れ
る
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
が
作
っ
た
満
蒙

開
拓
団
の
資
料
「
国

策
の
大
地
」
も
持
ち

帰
ら
れ
ま
し
た
。

（
熊
原
）

東
大
阪
戦
争
展
で
満
蒙
開
拓
パ
ネ
ル
を
展
示

中
国
語
講
座
一
〇
月
か
ら
開
講

受
講
生
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

府連通信

第１回 ９月２６日（月）10：00～11：30

第２回 ９月２６日（月）18：30～20：00

第３回 １０月１日（土）10：00～11：30

会場：日中友好協会 中国語教室

東洋ビル本館 ２０５・３０５

参加費無料（定員：各回１４名）

参加対象：初心者の方

中国語講座無料入門レッスン

太
極
拳
教
室
も
開
講

夏
期
募
金
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

お
詫
び
と
訂
正



浅
田
勝
美(

堺)

「
３
０
年
前
発
足
し
た
美
木
多
自
然
祭

り
や
堺
・
美
木
多
学
習
会
の
模
様
と
、

『
残
し
て
き
た
風
景
』
を
１
５
０
冊
普

及
し
た
経
験
な
ど
を
発
言
。
中
国
・
福

建
省
の
友
人
か
ら
真
田
ブ
ー
ム
で
堺
雅

人
は
人
気
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
」

中
国
の
若
者
蔡
潘
静
さ
ん
か
ら
の
通

信
を
転
載
し
ま
す
。

「
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
は
ず
い
ぶ

ん
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
友
達
は
こ
の
ド
ラ
マ
が
好

き
で
す
ね
！

画
面
は
素
晴
ら
し
く
て
、

内
容
は
面
白
い
で
す
ね
！
実
は
堺
さ
ん

は
中
国
で
は
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
み
ん
な
こ
の
ド
ラ
マ
に
興
味

が
あ
り
ま
す
！
わ
た
し
も
堺
雅
人
が
大

好
き
で
す
。
こ
の
前
、
彼
の
『
半
沢
直

樹
』
と
『
リ
ー
ガ
ル
・
ハ
イ
』
を
見
ま

し
た
。
特
に
『
リ
ー
ガ
ル
・
ハ
イ
』
は

見
事
な
ド
ラ
マ
で
す
。
す
ぐ
に
堺
さ
ん

の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
勤

勉
な
役
者
で
す
。
」

河
本
正
道
（
直
属
）

「
日
中
友
好
協
会
に
は
次
男
が
中
国
で

働
く
よ
う
に
な
り
三
年
前
に
入
会
、
参

院
選
は
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
に
な
り
、

自
衛
隊
を
ど
う
み
る
か
が
大
事
で
あ
る
。
」

坂
手

日
登
美
（
東
大
阪
）

「
昨
年
七
月
一
日
の
朗
読
劇
に
参
加
し

ま
し
た
。
先
祖
は
中
国
で
手
広
く
商
売

を
し
て
い
ま
し
た
、
そ
ん
な
関
係
か
ら
、

戦
後
中
国
か
ら
帰
国
し
ま
し
た
。
自
衛

隊
問
題
は
い
ろ
い
ろ
と
見
解
に
違
い
が

あ
り
、
や
は
り
話
あ
っ
て
い
く
の
が
い

い
の
で
は
、
矛
盾
を
拡
大
す
る
の
で
な

く
、
友
好
で
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

中
尾

和
世
（
直
属
）

「
長
男
が
中
国
女
性
と
結
婚
し
、
孫
が

四
年
生
と
な
り
ハ
ー
フ
で
あ
る
と
意
識

し
て
お
り
、
い
じ
め
に
も
あ
っ
た
ら
し

い
。
テ
レ
ビ
報
道
で
中
国
等
の
こ
と
も

見
て
お
り
、
孫
は
心
を
い
た
め
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
・
中
国
仲
良

く
な
っ
て
ほ
し
い
、
も
っ
と
勉
強
し
て

い
か
な
く
て
は
と
思
っ
て
入
会
し
ま
し

た
。
」

稲
田
雪
男
（
西
支
部
）

「
き
り
え
を
始
め
て
五
〇
年
、
最
近
は

年
末
に
干
支
色
紙
、
夏
は
京
団
扇
の
き

り
え
講
習
会
を
、
西
支
部
で
年
二
回
開

催
し
て
い
る
。
」

一
芝

竹
夫
（
直
属
）

「
『
１
５
歳
の
夏
』
は
大
阪
市
と
吹
田

市
で
上
映
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
『
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
感
動
を
い
た

だ
き
ま
し
た
、
原
発
問
題
に
関
心
も
ち

ま
し
た
』
な
ど
の
声
が
返
っ
て
き
て
い

ま
す
。
」

栗
山

俊
子
（
東
大
阪
）

「
四
〇
名
に
な
る
組
織
に
な
り
、
も
っ

と
増
や
そ
う
と
元
会
員
に
も
声
か
け
、

直
属
の
人
も
東
大
阪
に
編
入
し
、
四
月

の
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
で
も
訴
え
、
常
に

意
識
し
て
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
役
員

会
や
事
務
体
制
を
充
実
さ
せ
、
質
的
向

上
を
め
ざ
し
ま
す
。
」

高
木

茂
年
（
守
口
）

「
秋
に
東
京
武
道
館
で
太
極
拳
四
〇
周

年
記
念
全
国
交
流
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
大
阪
か
ら
三
〇
名
、
関
西
か
ら
八

〇
名
、
全
国
か
ら
２
０
０
０
名
が
集
ま

り
ま
す
。
ぜ
ひ
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま

す
。
」

中
村

健
二
（
門
真
）

「
長
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、

門
真
を
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
門
真
支
部
は
維
持
さ
せ
て
い
く

方
向
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
」

平
松

悦
雄
（
西
支
部
）

「
昨
年
七
月
一
日
に
多
く
の
方
の
協

力
の
も
と
、
日
中
戦
争
時
に
中
国
本

土
で
、
反
戦
ラ
シ
オ
放
送
を
２
１
８

回
行
っ
た
『
長
谷
川
テ
ル
』
を
取
り

上
げ
、
朗
読
劇
を
中
心
と
し
た
平
和

の
つ
ど
い
を
開
き
大
き
く
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
」

府
連
大
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
六
二
回
大
阪
府
連
大
会
へ
の
祝
辞
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
二
七
団
体
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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四
月
に
開
催
さ
れ
た
棄
民
騎
兵
問

題
学
習
会
に
続
い
て
、
八
月
二
一
日
、

た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
で
三
一
名
が
参
加

し
て
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
民
衆
史
研
究
会
と
日
中
大
阪

府
連
の
共
同
企
画
で
行
わ
れ
た
学
習

会
（
四
月
二
四
日
）
で
の
黒
川
誠
司

弁
護
士
（
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
訴
訟
）

と
黒
川
猛
夫
氏
（
麻
山
事
件
生
存
者
）

に
対
す
る
質
問
取
材
の
報
告
（
府
連

Ｈ
Ｐ
資
料
室
掲
載
）
の
後
、

写
真
家
・
片
山
通
夫
氏
が

画
像
数
十
枚
を
駆
使
さ
れ

て
の
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

日
露
戦
争
の
結
果
、
日

本
の
領
土
と
な
っ
た
樺
太

南
部
に
は
１
９
４
５
年
八

月
時
点
で
三
〇
万
人
の
日

本
人
と
、
日
本
に
よ
っ
て

主
に
豊
富
な
石
炭
資
源
の

採
炭
労
働
力
と
し
て
送
り

込
ま
れ
た
六
万
人
の
朝
鮮

人
と
が
住
ん
で
い
ま
し
た

（
強
制
連
行
を
含
む
）
。

ソ
連
に
よ
る
参
戦
と
占
領
に

よ
っ
て
日
本
人
は
１
９
５
９
年

ま
で
に
ほ
と
ん
ど
が
内
地
送
還

と
な
り
ま
し
た
が
、
多
数
が
朝

鮮
半
島
南
部
出
身
で
あ
っ
た
朝

鮮
人
は
、
現
地
に
残
留
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
連
崩
壊

後
、
２
０
０
０
年
か
ら
韓
国
帰

国
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
こ

と
や
１
９
４
５
年
以
前
生

ま
れ
（
一
世
）
で
あ
る
こ

と
な
ど
厳
し
い
条
件
が
あ
っ

て
、
適
用
は
一
部
に
止
ま
っ

て
い
ま
す
。

帰
国
者
に
は
韓
国
政
府

か
ら
年
金
が
出
る
ほ
か
、

ロ
シ
ア
政
府
か
ら
、
サ
ハ

リ
ン
で
の
就
労
期
間
に
応

じ
て
ル
ー
ブ
ル
で
年
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
帰

国
者
に
は
日
本
赤
十
字
社

が
介
在
し
て
建
設
さ
れ
た
住
宅
が
無

料
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
政
府
の
正
式
の

補
償
で
は
な
く
、
人

道
的
配
慮
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
は
ロ
シ

ア
語
で
行
わ
れ
、
三

世
に
な
る
と
ロ
シ
ア

語
し
か
喋
れ
ず
、
韓

国
語
や
日
本
語
は
大

学
や
専
門
学
校
で
し

か
学
べ
な
い
と
い
う

境
遇
に
あ
り
ま
す
。

サ
ハ
リ
ン
、
韓
国

の
現
地
に
入
り
込
み
、

一
世
、
二
世
、
三
世
の
そ
れ
ぞ
れ
の

悲
哀
と
希
望
を
伝
え
る
片
山
さ
ん
の

語
り
口
と
鮮
や
か
な
写
真
に
、
参
会

者
一
同
深
い
共
感
を
寄
せ
て
い
ま
し

た
。
（
山
本
）

詳
し
く
は
片
山
通
夫
氏
著
書
を
参
照
。

『
サ
ハ
リ
ン
物
語
―
苦
難
の
人
生
を
た
ど
っ

た
朝
鮮
人
た
ち
の
証
言
』(

吉
翔
共
著
、

ガ
リ
ヴ
ァ
ー
叢
書)

リ
ト
ル
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
、

2
0
01

年
。
『
追
跡
！
あ
る
サ
ハ
リ
ン
残
留

朝
鮮
人
の
生
涯
』
凱
風
社
、20

10

年
。

『
サ
ハ
リ
ン
』
未
知
谷
社
、20

05

年
。

過
去
の
克
服
・
加
害
と
被
害
を
考
え
る
棄
民
棄
兵
問
題
学
習
会
第
二
弾

片
山
通
夫
氏
「
サ
ハ
リ
ン
残
留
朝
鮮
人
の
生
涯
」

府
連
大
会
で
の
発
言
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）


